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　4 年前に当別町に移住し、高岡
で新規就農 3 年目の山岸夫妻に
お話をお聞きしました。

食と自然の宝庫、北海道へ食と自然の宝庫、北海道へ

豊さん　学生時代には北海道一周
するほど北海道が、そして自然が
好きでした。サラリーマン時代に
ドイツ、フランス、スウェーデン
などヨーロッパで長く生活をする
中で、豊かな自然や気候が体に
合っていて、自然豊かな北海道で
生活がしたいと考えるようになり
ました。
彰子さん　生まれも育ちも東京な
ので、田舎での暮らしに憧れてい
ました。移住を考えて全国各地を
見た中で、スウェーデンヒルズの
宿泊体験を経て、当別への移住を
決めました。
豊さん　50 代での移住なので、
この年齢でもできること、また自
然に関わりながら当別町にも還元
できる仕事と考えて、最終的に行
きついたのが農業でした。
彰子さん　台湾で生活をしていた
時の親友が急逝した際に、食べる

高岡で新規就農高岡で新規就農

ものに注意していたら結果が違っ
たかも知れないと聞き、食の大切
さを再認識し、東京に戻ってから
学校に通って管理栄養士の資格を
取得しました。北海道に移住して
からは、この経験から、安心安全
な食べ物を育ててみたいと思うよ
うになりました。

ここに書ききれないエピソードや写真は
当別町ホームページ「現在を活きる＋

プラス
」

でご覧ください。

豊さん　4 年前にスウェーデンヒ
ルズに居を構え、農業の研修先と
して高岡のアグリヒルズさんにお
世話になりました。農業研修を経
て、そのままアグリヒルズさんの
土地をお借りして、就農しました。
彰子さん　移住体験でアグリヒル
ズさんの直売所で食べたミニトマ
トが、今までに無いほどのおいし
さに感動して、農業を始めたらミ
ニトマトを営農の中心に据えたい
と考えていました。
豊さん　ミニトマト以外にも試行
錯誤を繰り返しながら、3 年目の
今年はミニトマトのほかに、アス
パラガス、カボチャ、サツマイモ
を中心に作付けをしています。

豊かな自然の中で豊かな自然の中で
安心安全な野菜を安心安全な野菜を

彰子さん　安心安全な農作物を提
供したいので、除草剤は一切使用
せず、農薬はやむを得ない場合の
み天然由来のものを使用していま
す。当別町は就農支援センターや
普及センターの職員のサポートが
充実していて、親身に教えてくれ
るので、新規就農している身とし
てとても助かっています。

豊  豊   さんさん

今後の目標は今後の目標は

豊さん　自分たちも多くの方の支
援いただいて就農したので、ゆく
ゆくは支援する側に回って、次の
人にお伝えできればと思います。
彰子さん　昨年は珍しいカボチャ
の品種のバターナッツを香港でテ
スト販売させてもらったので、今
後は東南アジア向けの海外輸出に
も取り組んでいきたいです。

彰子彰子 さんさん
山岸山岸

山岸夫妻が運営する
ホームページです
ご覧ください

VEGGIEHILLS
（ベジヒルズ）

https://veggiehills.com/


